
平成３１年度

適 性 検 査 Ｃ

注 意

１ 問題は １ から ３ までで、６ページにわたって印刷してあります。

２ 検査時間は４５分です。

３ 声を出して読んではいけません。

４ 解答はすべて解答用紙にはっきりと記入し、解答用紙だけ提出しなさい。

５ 解答を直すときは、きれいに消してから、新しい解答を書きなさい。

らん

６ 性別・受検番号は解答用紙の決められた欄３か所に必ず記入しなさい。

さいたま市立大宮国際中等教育学校
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無料公衆無線LAN環境

多言語表示の少なさ・わかりにくさ（観光案内板・地図等）

施設等のスタッフとのコミュニケーションがとれない

50 (%)

しせつ
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１

た ろう やさ

太郎さんは、総合的な学習の時間で、「外国からやってくる観光客にも優しい街づくり」につい
て発表する準備をしています。

以下の会話を読んで、問いに答えなさい。

先 生：太郎さんは、どのような発表をしようと考えているのですか。

太郎さん：日本には外国からたくさんの観光客がやってきますが、その方たちに、気持ち良く日本

での生活を送ってもらうために、どのようなことができるのかを考えて発表したいと

思っています。
こま

先 生：それでは、まずは、外国からいらした観光客がどのようなことに困っているか、実態を

知る必要がありますね。

太郎さん：先生、この資料１を見てください。これはある調査で外国の方が旅行中に困ったことに
わりあい ぬ

ついて回答した結果のうち、割合が高かったものを抜き出したものです。この資料１から
分かることを述べたいと思います。

は あく

先 生：すばらしいですね。すでに実態を把握しているのですね。そのあと、どのように話を続

けますか。
むりょうこうしゅう む せん ラ ン かんきょう こうもく

太郎さん：資料１から「無料公衆無線LAN環境」をのぞいた項目について、どのような場所で
そのようなことが起こるのかを明確にし、外国の方たちがもっと気持ち良く観光できる

かいぜんてん

ための改善点をいくつか述べたいと思います。

先 生：場所に関する資料はあるのですか。

太郎さん：はい。資料２、資料３を用意しました。およそ７，０００人の外国からの旅行者に対し、
困った場所についてたずねた結果です。

先 生：資料はたくさんそろっていますね。では、良い発表を期待しています。

資料１ 旅行中困ったこと（複数回答）

かんこうちょう ほうにち かんきょう

（観光庁「『訪日外国人旅行者の国内における受入環境整備に関するアンケート』結果」をもとに作成）
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美術館・博物館

城郭・神社仏閣

飲食・小売店

宿泊施設

鉄道駅・ターミナル

バスターミナル

588

745

1,408

562

832

496

じょうかく じんじゃぶっかく

しゅくはくしせつ

※1

※2

美術館・博物館

城郭・神社仏閣

飲食・小売店

宿泊施設

鉄道駅・ターミナル

バスターミナル

402

560

1,473

592

728

393

資料２ 多言語表示で特に困った場所
（複数回答）

資料３ 施設スタッフとのコミュニケーション
で特に困った場所（複数回答）

およ

（資料２及び資料３は観光庁「『訪日外国人旅行者の国内における受入環境整備に関するアンケート』
結果」をもとに作成）

しろ

※１ 城郭…城のこと。

※２ 小売店…客に直接品物を売る店。スーパーマーケット、薬局、書店など。

したが

問 太郎さんは、先生の助言に従って、発表しようとしています。あなたが太郎さんなら、どのように

発表しますか。次の条件に従って書きなさい。

条件１：解答は横書きで１マス目から書くこと。

条件２：文章の分量は、２００字以内とすること。

条件３：数字や小数点、記号についても１字と数えること。

（例） ４ ２ ． ５ ％
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２

かいがい ふ きゅう

花子さんは、総合的な学習の時間で、「日本食・食文化の海外普及」について発表する準備を
しています。

以下の会話を読んで、問いに答えなさい。

先 生：花子さんは、何について調べているのですか。

花子さん：わたしは、日本食に興味があり、もっと多くの海外の人に日本食のすばらしさを知って

もらいたいと思っているので、日本食・食文化を海外に普及させるためにどのようなこ

とができるのかを調べています。

先 生：資料１はどのような資料ですか。
き ぼ

花子さん：資料１は、２００９年と比べた２０２０年の日本をのぞいた世界の食市場の規模を予測
したものです。

先 生：食市場の規模とは、どのようなことですか。
かんたん

花子さん：簡単に言うと、食に関する取引で、どの程度のお金の動きがあるかを表したものです。

先 生：よく調べていますね。では、この資料を使って、どのような発表をしますか。
とくちょう かくだい

花子さん：はじめに、資料１から全体的な特徴を述べた後、特にアジアでの市場規模の拡大に着目
し、アジアでの食市場は２００９年と比べ２０２０年はおよそ何倍になると予測されて

いるかなど具体的な数を用いて説明するつもりです。

先 生：なるほど。何倍かを整数で表せない場合は、上から２けた程度のがい数で表すのがよい

かもしれませんね。資料２はどのような資料ですか。
花子さん：これは、日本食・食文化を海外へ普及させるために、農林水産省が行っている取組を示

じょうきょう

したものです。資料１のような状 況は、日本食・食文化を普及させるチャンスだとと
らえ、具体的にできることを、資料２を参考に述べたいと思います。

先 生：これをすべて説明するのですか。

花子さん：すべて説明すると内容が多すぎるので、この中から２つの取組を選び、具体的にどのよ

うなことができるのか発表したいと思います。

先 生：すばらしいですね。世界の食市場の現状と、日本食を海外に普及させるための具体的な

取組についてしっかり伝わるように、がんばって準備をしてください。
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総理・農林水産大臣等
※１

によるトップセールス

しんぜんたい し

日本食普及親善大使の活用

※２

グローバルイベント
れんけい

との連携
海外料理学校との連携

メディアの活用
外国人調理師の

※３ かん わ

在留資格の要件緩和

海外日本食材使用レストランとの連携
日本産食材サポーター店

にんていせい ど そうせつ

認定制度の創設

資料１ 世界の食市場規模

（農林水産省「日本食・食文化の海外普及について」（平成２６年９月）をもとに作成）

資料２ 日本食・食文化の普及の取組について

（農林水産省「日本食・食文化の海外普及について」（平成２８年１１月）をもとに作成）
こ

※１ トップセールス…国の代表などが、自国の産物などを他の国などへ自ら売り込むこと。
もよお

※２ グローバルイベント…世界的な催しもの。
たいざい

※３ 在留資格…外国人が日本に滞在することについて法で定められた資格。資格ごとに日本で行って

いい活動が定められている。

したが

問 花子さんは、先生の助言に従って、発表しようとしています。あなたが花子さんなら、どのように

発表しますか。次の条件に従って書きなさい。

条件１：解答は横書きで１マス目から書くこと。

条件２：文章の分量は、３００字以内とすること。

条件３：数字や小数点、記号についても１字と数えること。

（例） ４ ２ ． ５ 倍
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３

じ ろう

次郎さんは、総合的な学習の時間で、「外国語を学習するということ」について発表する準備を
しています。

以下の会話を読んで、問いに答えなさい。

太郎さん：次郎さんは、何について発表するのですか。

次郎さん：わたしは、英語などの外国語を学習することが、どうして大切なのかを発表したいと考

えています。

太郎さん：なぜ、そのようなテーマを選んだのですか。
ほんやく

次郎さん：近年、情報機器の発達にともない、日本語を話すとすぐに英語などの外国語に翻訳して
せい ど

音声を発する、いわゆる翻訳機が登場しています。この翻訳機の精度は、年々高まって

おり、将来、英語を勉強する必要がなくなると考える人も出てきています。わたしは、
い ぎ

このような機器が発達しても、英語などの外国語を学習することには意義があることだ

と思い、そのことを伝えたいと考えています。

太郎さん：どのように伝える計画ですか。
わりあい こうもく

次郎さん：まず、資料１の回答の割合が１０％以上の項目の中から１つ選び、なぜ、その回答の割
合が高いのかについて、わたしの考えを述べたいと思います。次に資料２からわかる

とくちょう こま

全体的な特徴について説明したのち、説明したような世の中になっても困らないため

に、今、何をすることが大切なのかを述べたいと思います。世界には英語以外のことば
てんかい

がたくさんありますが、今回は、現在わたしたちが学習している英語を中心に話を展開

したいと考えています。

太郎さん：翻訳機については、何も言わないのですか。

次郎さん：翻訳機は、便利な面もたくさんあると思います。翻訳機の利点について述べつつ、だか

らと言って外国語を学習しなくていい理由にはならないことを述べたいと思います。

太郎さん：すばらしい発表になりそうですね。わたしもがんばります。
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0 5 10 15 20 25

無回答

英語で自分のことや意見をいうこと

英語の文字や単語を書くこと

英語で外国人の先生と会話すること

英語の文字や単語を読むこと

英語で先生や友達などの人の意見を聞くこと

英語の発音を練習すること

英語で友達と会話をすること

日本語と英語の違いを知ること

外国のことについて学ぶこと
ちが

（％）

0 10 20 30 40 50 60

無回答・不明

英語を使うことはほとんどない

仕事ではほとんどいつも英語を使う

日常生活で外国の人と英語を話すことがある

いつもではないが仕事で英語を使うことがある

（％）

資料１ 「小学校の時、英語の授業で楽しいと思うことはどのようなことでしたか」との質問に対す
わりあい

る中学生の回答（複数回答）の割合

かいぜん

（文部科学省「平成２８年度英語教育改善のための英語力調査事業（中学生）報告書」をもとに作成）

資料２ 「あなたが大人になったとき、社会ではどれくらい英語を使う必要がある世の中になってい
ると思いますか。」との質問に対する中学生の回答の割合

（ベネッセ教育総合研究所「中高生の英語学習に関する実態調査２０１４」をもとに作成）

したが

問 あなたが次郎さんなら、どのように発表しますか。次の条件に従って書きなさい。

条件１：解答は横書きで１マス目から書くこと。

条件２：文章の分量は、３００字以内とすること。

条件３：数字や小数点、記号についても１字と数えること。

（例） ４ ２ ． ５ ％

これで、問題は終わりです。
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